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複数の視点から情報を管理するファイルブラウザの開発 
八重樫 尚彦†  白井 靖人‡ 

 

一般的な OSのファイルシステムはツリー構造を採用し、ファイルの階層的な分類、管理
を支援している。これは、人間が情報管理をする際に分かりやすいという利点があるが、

構造を一つの視点に固定してしまうため、物事を分類することに関して脆弱な部分がある。

本来、情報は異なる視点で分類、利用することが可能である。そこで、ユーザの利用目的

に応じた、複数の視点による情報管理が可能なファイルブラウザを開発する。このファイ

ルブラウザは、既存のファイルシステムのツリー構造に加えて、利用者が異なる視点で構

築した仮想的なツリー構造を用いてファイル管理をするというものである。 

 
 

A File Browser with Multiple Views on Information Management 
Yoshihiko Yaegashi†  Yasuto Shirai‡ 

 

The file system of general OS adopts a tree structure, and is supporting the 
hierarchical classification of a file, and management. Although there is an advantage 
that it is intelligible for man when managing information, there is a brittle part about 
classifying since structure is fixed to one view. Originally it is possible to classify 
information according to multiple views and to use. So, we develop a file browser with 
multiple views on information management. This file browser manages a file using the 
virtual tree structure built with multiple views in addition to the tree structure of the 
existing file system.  
 

 

1. はじめに 
現在、パソコンを代表とする情報処理装置は、

高性能化、小型化、低価格化が進み、企業や家庭

へ急速に普及している。このように情報化が進む

につれて、各種文書、画像、音楽といったデジタ

ルコンテンツが増え、情報の利用者や利用目的が

多様化している。そのため、膨大な数のファイル

の管理が重要となってきている。 

一般的な OS(Windows、UNIXなど)のファイル
システムはツリー構造を採用し、ファイルの階層

的な分類、管理を支援している。これは、人間が

情報管理をする際に分かりやすいという利点があ

るが、構造を一つの視点に固定してしまうため、

物事を分類することに関して脆弱な部分がある。

本来、情報は異なる視点で分類、利用することが 
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可能である。そこで、ユーザの利用目的に応じて、

複数の視点による情報管理が可能なファイルブラ

ウザを開発する。 
 開発するファイルブラウザは、既存のファイル

システムのツリー構造に加えて、利用者が異なる

視点で構築した仮想的なツリー構造を用いてファ

イル管理するというものである。利用者は複数の

ツリー構造を操作しているように感じるが、実際

はそれらのツリー構造で一つのネットワーク構造

を形成している。これにより柔軟な情報管理が可

能な GUIシステムとして機能する。本研究のファ
イルブラウザは、現在のファイルシステムに欠け

ていた点を補完するものとして位置付けることが

できる。 

 
2. 現在のファイルシステム 
 ユーザがパソコンで処理するファイルやディレ

クトリ(フォルダ)を、実際の物理的なディスク上に
対応させ、ファイルやディレクトリ自体を構成す

る体系をファイルシステムという [1]。 
ファイルシステムの多くはツリー構造を採用し

ている。その構造は一番上に根(root)があり、ディ
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レクトリを節(node)、ファイルを葉(leaf)とする。
そして、つながっている節と節で、根に近いもの

を親、そうでないものを子という。 

 Windows ではディスクドライブごとにディレク

トリツリーを作って管理しているため、“A:¥”、
“C:¥”などのように、ドライブ文字のみで表され
ているディレクトリがそれぞれのディスクのルー

トディレクトリになる。ただし、ハードディスク

を複数のパーティションに分割して使う場合は、

パーティションごとにルートディレクトリができ

る。 

 UNIX では全てのディスクを一つのディレクト
リツリーの下に置いて管理する方式をとっている

ため、“/”というディレクトリ一つだけがルートデ
ィレクトリになる。 
 ツリー構造の中で、個々のファイルやディレク

トリを指すための表記が、ファイルパスである。

ツリー構造の中でそのファイルまでをたどってい

く道順を示している。パスがあることにより、同

じ名前のファイルがあったときに区別がつくよう

になる。パスを使ったファイルの指定には絶対パ

スと相対パスの二つの方法がある。 

絶対パスは、指定したいファイルを最上位の項

目から順番にたどりすべて記述して指定する方法

である。絶対パスでファイルを指定する場合は、

ルートディレクトリを基点とし、道のりとして通

るディレクトリを順に、区切り文字で区切って表

す。Windows での区切り文字は“¥”、UNIXでは
“/”となる。例えば、 

/home/program/report.java 
というパスは、report.javaファイルまで、ルート、

home、programというディレクトリを通る。 
相対パスは、指定したいファイルをカレントデ

ィレクトリから見た位置として指定する方法であ

る。相対パスでは、起点となるディレクトリを“.”
で、上位ディレクトリを“..”で表す。例えば、 

../../test.txt 
というパスは、現在のディレクトリの二階層上位

にあるディレクトリの中にある test.txt というフ
ァイルを表す。 
 現在のファイルシステムでは、一つの視点から

構築されたツリー構造を用いてファイル管理を行

っている。そのため、一般的なファイルブラウザ

は一つのツリー構造を忠実に表示したものでファ

イル管理を行うことになる。 
このようなファイルブラウザでは、ファイル管

理時に、“新しいツリー構造にしたい”、“前のツリ

ー構造に戻したい”といったような異なる視点か

らなるツリー構造を利用したい場合には、ツリー

構造を再構築しなければならない。既存のツリー

構造が巨大で、分類が乱雑であればあるほど、ツ

リー構造の再構築は利用者に負担を掛けることに

なる。 
本研究では、同時に複数のツリー構造を用いて

ファイル管理を行うファイルブラウザを開発する。

これにより一般的なファイルブラウザでは不可能

であった、複数の視点からのツリー構造を構築す

ることができる。 

 

3. ファイルの整理法 
3.1 分類するということ 
 ファイルを整理し組織化するための最も基本的

な手段は、分類することであり、その基本は、同

じようなものをまとめ、異なるものを分けること

である。ツリー構造と分類のおかげで、探してい

るファイルを比較的簡単に見つけることができる。

しかし、この“分類”は、人間の認識や理解とい

ったものと密接に関連しており、かなり複雑な問

題が存在している[2]。 
 分類の難しさの多くの部分は、分類体系の構築、

すなわち、分類カテゴリ集合の設定と体系化に関

わった問題である。分類が効果的に働くかどうか

は、適切な分類体系を設定できるかどうかにかか

っている。それでは、ファイルを分類するときに、

どのような分類体系を設定するのが適切なのだろ

うか。これは大変難しい問題であるが、“分類がフ

ァイルの利用目的に合っていること”、“検索が容

易なこと”はファイル整理において重要なことで

ある。 

分類には必ず目的がある。例えば、音楽ファイ

ルをアーティスト別やジャンル別に分類する。こ

れは、ファイルの管理と使用時の利便性を向上さ

せることを目的とした分類である。また、この目

的には検索を容易にするという意味もある。この

ように、それぞれの分類にはそれぞれの目的があ

り、それぞれの目的に合った分類体系が必要であ

る。もし分類体系が目的に合っていなければ、そ

の分類は何の意味も持たない。また当然のことな

がら、分類対象が同じでも、異なった分類体系が

必要となる場合も十分に考えられる。 

 ファイル整理において、検索の容易さに重点を

おいた場合、その分類体系が検索に有効に働かな

ければならない。そのためには、入手したいファ

イルの分類カテゴリが容易に推定でき、分類カテ

ゴリを特定することによって、事物の数が十分に

絞り込まれるということが重要である。これはフ
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ァイル数が膨大になればなるほどである。 

ファイルを分類するときや分類後の管理のとき

に、必ずと言っていいほど問題が起きる。それは 4
節で示すこととする。 

以下に具体的なファイル整理の方針を示してい

く[3]。 

 

3.2 名前優先 
 単純に整理するものに付けられた名称の50音順
やアルファベット順で分類する。日本語には漢字、

カタカナ、ひらがな、アルファベット表記が混在

している。コンピュータの名前順によるソートは

あくまで文字コード順であることを考えなければ

ならない。商品名や人名などのように、膨大な数

のデータを扱う可能性がある場合や、普遍的なフ

ァイル名が存在する場合に有効である(図 1)。 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
図 1：名前優先のツリー構造 

 

3.3 時間優先 
 時間単位で一区切りするように考える。ある一

定時間に関係するものという単位で、ある程度の

機械的な分類をすることができる。現在関わって

いる業務で、頻繁に使用するファイルにアクセス

しやすい。例えば、年度単位のディレクトリを作

り、その中にファイル内容ごとのサブディレクト

リを作成するという方法が考えられる(図 2)。 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

図 2：時間優先のツリー構造 

 

 

 

3.4 内容優先 
 ファイルの内容によって区別する。厳密に分類

しようとすればするほど問題が大きくなる。利用

者の目的に合う分類方法を考えることが必要とな

る。継続的に行う業務が多い場合は、まず業務ご

とのディレクトリを作り、その中に年度別のディ

レクトリを作る方法が考えられる (図 3)。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

図 3：内容優先のツリー構造 

 
4. ファイル管理におけるツリー構造の     
利点、問題点 

 3節で、ファイル整理時における分類の重要性と
具体的なファイル整理の方針を示した。この節で

は、現在のファイルシステムにおいてツリー構造

でファイルを管理することの利点、問題点を記述

していく [4]、[5]、[6]。 
 

4.1 利点 
 ツリー構造でファイルを管理することの利点は

以下のようなものがある。 

 

(1)複数のファイルをまとめることができる。 

簡単に同じ目的で集められたファイル集合を定

義することができる。それによってファイルの使

用と管理を手助けすることができる。 

 

(2)検索が容易である。 

3 節でも述べたように、入手したいファイルが存

在する分類カテゴリを推定するということが、フ

ァイル検索を手助けしている。入手したいファイ

ルの分類カテゴリを特定することによって、事物

の数を十分に絞り込むことができる。 

このような観点から、類似する他のファイルを

探す場合にも、ツリー構造は有効であることが分

かる。 

 

(3)関係性の表明、強調ができる。 

ツリー構造によってノード間の関係が明らかに

なる。データとデータの関係に関連性をつけて区

PC用品データ 

2003年度 

2004年度 

店舗別売り上げ 

新商品データ 
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分し、データとデータの関係を階層として図式的

に捉えるということである。例えば、全体と部分、

原因と結果、過程と成果物など、様々な切り口で

関係性を示すことができる。そして、3 節のファイ

ル整理の例のように、上位ノードに強調したいデ

ータを配置することができる。 

 

(4)空間的、機能的な距離を表現できる。 

 分類される事象同士の関係の程度を示すことが

できる。例えば、大学と学部のような縦の関係や、

同じ大学の教育学部と工学部のような横の関係を

示すことができるということである。 

 

4.2 問題点 
 ツリー構造でファイルを管理することの問題点

には、様々なものがある。以下にそれを示す。 

 

(1)ファイルはその内容に多面性を持つ。 

 ファイルは複数のディレクトリに所属できる場

合がある。図 4 のような有名な例がある。“こうも

り”は“飛ぶ”という分類カテゴリと“哺乳類”

という分類カテゴリのどちらにも属することがで

きる。現在のファイルシステムではルートノード

から目的のファイルにたどりつく道は、ただ一つ

しか許されていない。そのため図 4のような場合、

どちらか一方の性質を無視して考えるしかない。 

 

 
図 4：データ項目の多面性 

 

(2)情報は時間経過により変化、誕生、消滅する。 

情報というものは単純ではなく、利用するとき

の状況、目的等により変化する可能性がある。ま

た、時間経過により様々な概念が誕生し、消滅す

る。そのため、ある時点で最も美しく整理できた

と思った分類が、しばらくすると破綻するという

ことが考えられる。 

 

(3)利用者の目的により分類構造が異なる。 

一つのツリー構造でしか表せないため、目的に

よっては使いづらいファイル、ディレクトリの構

造となってしまう。この問題は利用者が一人なの

か複数なのかということにも関係する。利用者が

増えれば、その分、利用目的も増えるだろう。 

 

(1)～(3)の問題点の対応策として、複数のツリ

ー構造を用いてファイル管理を行うということが

考えられる。現在のファイルシステムに管理を頼

る限りでは、一つのツリー構造で情報を管理し続

けなければならない。これはある一つの視点での

み成立している構造である。情報は一つの構造で

まとめられるほど単純ではないのにそうしなけれ

ばならない。情報の分類対象が同じでも、異なっ

た分類体系が必要となる。 

 そこで、本研究では、ファイル管理におけるツ

リー構造の問題を解決するために、複数のツリー

構造を用いて、複数の視点からファイルを管理で

きるファイルブラウザを開発する。5 節で、そのフ

ァイルブラウザの詳細な説明を示していく。 

 

5. ファイルブラウザの開発 
5.1 ファイルブラウザの概要 
開発したファイルブラウザは、既存のファイル

システムのツリー構造に加えて、利用者が異なる

視点で構築した仮想的なツリー構造を用いてファ

イルを管理することを可能にする。これは 4 節で
示した現在のファイルシステムの問題点を解決す

るシステムとなっている。 
 仮想的なツリー構造を構築するには、まず仮想

的な親ノードを作成し、既存のファイルやディレ

クトリをその子ノードとして登録する。こうする

ことによって、子ノードは複数の親ノードを持つ

ことになる。全体として見ると、それぞれの視点

が独自の親を設けるのを許すことによって、利用

目的に応じた複数のツリー構造を構築することに

なる。 
仮想的にではあるが、複数の親を持たせた構造

は、ツリー構造ではなくネットワーク構造である。

しかし本研究のファイルブラウザでは、そのネッ

トワーク構造を分解し、複数のツリー構造として

表示している。そのため、ユーザはネットワーク

構造を感じることなく、複数のツリー構造として

ファイル管理をすることができる。 

図 5、6、7 に具体的なイメージを示す。まず、

既存のツリー構造(図 5)の“写真”と“img”に“画
像管理”という仮想的な親を作成し、それぞれを

子ノードとして登録する。こうして作成したツリ

ー構造を図 6 に示す。このツリー構造には、画像
データを管理するという目的がある。 

本質的には、ノードに複数の親があると、図 7
のようにネットワーク構造になってしまう。今回

 動物 

 飛ぶ  哺乳類 
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開発したブラウザの画面では図 5 のツリーと図 6
のツリーを切り替えて表示するため、感覚的には

複数のツリー構造としてファイルを管理している

ようになる。 

 

 
図 5：既存のツリー構造 

 

 
図 6：仮想的なツリー構造 

 

 

 
図 7：図 5 と図 6の本質的な構造 

 
本研究のファイルブラウザの使用時の流れは次

のようになる。より具体的な操作方法や入出力例

を 5.2～4 節に示す。 

 

(1)仮想的な親ノードを作成し、その子ノードに
既存のツリー構造のファイル、ディレクトリ

を登録する。 

(2)各種設定をする。 

(3)設定にしたがって、新しいツリー構造を作成 
する。 

(4)構築した複数のツリー構造でファイルを管理
する。 

 

5.2 ファイルブラウザの画面構成 

 開発したファイルブラウザの画面例を図 8 に示
す。タブを用いてツリーを切り替えるという部分

が、一般的なファイルブラウザと大きく異なる[7]、
[8]。このタブ名には、ツリーを構築する際の視点

に当たるものを定義することができる。3.1 節でも
述べたように、分類には必ず目的がある。タブ名

にその目的を示す名称を付けることにより、ユー

ザによるツリー構造の管理を支援することができ

る。 

 このファイルブラウザの初期状態で、“original”

という視点名のツリーがある。これは OS のファ
イルシステムのツリー構造である。この視点名は

固定となっている。 

 また、開発言語には Java を用いている。Java2 
SE v1.4 以降のバージョンで動作する。 

 

 

図 8：ファイルブラウザの画面例 

 

 以下に図 8 の説明を示す。 
 

A：ファイル、ディレクトリのツリー構造を表示 
する領域 

仮想的なツリー構造を表示している場合、右

クリックにより仮想的な親とその子ノードの登

録、抹消を行うことができる。 

 
B：ファイル、ディレクトリのリストを表示する 
領域 

ファイル、ディレクトリ名、既存のツリー構

造でのパス名、最終変更日時、サイズが表示さ

れる。また右クリックにより、仮想的な親を作

成し、その子ノードに、選択したファイルまた

はディレクトリを登録することができる。 

 
C：各種設定を行うメニュー 
“半自動的に仮想的な親の子ノードに登録”、

“ファイルのみをノードに登録”の設定をする

ことができる。チェックボックスにチェックを

入れることにより、その設定が有効となる。 

 

D：ツリー構造を作成するメニュー 
新しく仮想的なツリー構造を作成し、タブ(E

の部分)に追加する。 

 

HP作成 

cgi 2004年 img 

Yaegashi 

写真 

画像管理 

HP作成 

cgi 2004年 img 

Yaegashi 

写真 

画像管理 

img 写真 

A B 

C D E 
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E：ツリー構造の表示を切り替えるタブ 

タブを切り替えて、領域 A に表示するツリー
構造を選択する。 

 

5.3 ファイルブラウザの機能 
 このファイルブラウザで実現した機能を示す。 

 

5.3.1  仮想的な親の作成と子ノードの登録 
右クリックにより、仮想的な親を作成し、その

子ノードに、図 8 の領域 B で選択したファイルま
たはディレクトリを登録することができる(図 9)。
一度作成した仮想的な親はリストから選択するこ

とができる。 

 

 
図 9：登録画面 

 

5.3.2  半自動的に仮想的な親の子ノードに登録 
仮想的な親の作成前に、必要に応じて“半自動

的に仮想的な親の子ノードに登録”のチェックボ

ックスにチェックを入れる。これにより、既存の

ツリー構造の中にある、仮想的な親の子ノードと

して登録するファイル、ディレクトリと同名のも

の全てを、半自動的に登録することができる。 
この機能は同じ名前のファイル、ディレクトリ

をいくつも登録する仕事量を軽減させるためのも

のである。 

 例を図 10に示す。このツリーは授業に関するウ
ェブサイトのデータを管理しているものである。

異なる視点でファイル管理を行うために、“画像管

理”という仮想的な親を作成し、その子ノードに

“img”を登録する。しかし、このツリーには“img”
が二つあるため、二度の登録作業が必要となる。

そこで、“半自動的に仮想的な親の子ノードに登

録”を用いると、どちらか一方の“img”の登録に

より、もう一方の“img”も登録され、作業が一度
で済む。 

 
図 10：半自動的に仮想的な親の子ノードに登録 

5.3.3  仮想的なツリーの構築 
本研究のファイルブラウザは、作成した仮想的

な親とその子ノード(既存のツリーに存在するファ
イル、ディレクトリ)を用いて、ファイルシステム
のツリーとは別の、新しく仮想的なツリーを構築

することができる。ツリーを構築する前に、その

ツリーの視点名を入力する(図 11)。また、仮想的

なツリーのルートノードには“root”があり、そこ
にノードを登録していくことになる。 

 

 
図 11：視点名の入力 

 
図 8の領域 A で右クリックすることにより、選

択されているノード(ディレクトリのみ)に登録、抹
消処理を行うことができる (図 12、13)。実際に登
録することができるのは、作成した仮想的な親で

ある。登録時には、仮想的な親の子ノードも同時

に登録される。 

仮想的なツリーには複数の仮想的な親を登録す

ることができる。これにより既存のファイルシス

テムのツリー構造に近い、柔軟なツリー構造を作

成できる。 
 

 
図 12：仮想的なツリーでのノードの登録・抹消 

 

 
図 13：ノード選択画面 

 

DB論 

cgi img img 

授業HP 

CG論 画像管理 

ノードの登録・抹消 

新しいツリー構造 

研究会temp
テキストボックス
－6－



 - 7 - 

5.3.4 ファイルのみをノードに登録 
 ツリーを構築する際に、ディレクトリを取り除

いて、ファイルのみをノードに登録することがで

きる。この処理をディレクトリではなくファイル

に適用した場合には、通常のノード登録処理とな

る。ファイルを一つの親でグループ化することに

より、ツリーのディレクトリ階層が浅くて済むた

め、目的のファイルにすぐに行き着くことができ

る。 

 例を図 14、図 15 に示す。図 14は、仮想的なツ
リー構造に、通常のノード登録処理を行ったもの

である。“過去データ”という仮想的な親を“root”
に登録した。“過去データ”のサブディレクトリに

は“H14”、“H15” ディレクトリが存在する。図

15は、“ファイルのみをノードに登録”の設定をし
て、“root”に“過去データ”を登録した。“H14”、

“H15” ディレクトリが取り除かれて、末端ノー
ドであるファイルのみが登録されている。 

 

 
図 14：通常の登録処理を行ったツリー 

 

 
図 15：ファイルのみをノードに登録したツリー 

 
5.4 使用例と結果 
 開発したファイルブラウザの使用例を示す。 

図 16 のような大きく“業務 A”と“業務 B”に
分かれているツリー構造を準備する。従来のファ

イルシステムでは、この構造のみしか表示されな

い。 

 

 

図 16：ツリー構造 

 
 このツリーを利用して、新しい業務のための仮

想的なツリーを作成する。まず、“上半期” ディ

レクトリに“現在データ”、“test1_2.txt”ファイ
ルと“H16” ディレクトリに“参考資料”という
仮想的な親を作成し、その子ノードに登録する。

そして、新しい仮想的なツリーの視点名を

“project”として、ツリーを構築する。 

その仮想的なツリーの root ノードに“現在デー
タ”を登録した。そして、“ファイルのみをノード

に登録”の設定をして、現在データに参考資料を

登録した。その結果が図 17 である。 

 

 

図 17：新しいツリー構造を構築 

 
 このように、実際に既存のツリー構造と新しい

ツリー構造を組み合わせて、ファイルの管理がで

きることがわかる。 

 

 

通常の登録処理 

ディレクトリが  

取り除かれている 
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6. 考察と今後の課題 
本研究では 4 節の問題点を解決するために、仮
想的な親を作成し、新しいツリー構造を構築でき

るようにした。これによりファイル管理の際に、

同時に複数の異なる視点から情報を分類、利用す

ることができるようになった。 

しかしこの方法では新たな問題も生じる。複数

のツリー構造を構築するための利用者の仕事量が

増えるということである。そこで、そういった仕

事量を減らす仕組みが必要となる。 
本研究では、この問題に対応するために“半自

動的に仮想的な親の子ノードに登録”という機能

を用意した。しかし、この機能は意図していない

ファイル、ディレクトリまで仮想的な親の子ノー

ドに登録されることや、同じファイル、ディレク

トリ名が少ない場合には効果が薄いといったこと

が考えられる。 

他の問題点として、同じ名前のファイル、ディ

レクトリの処理が挙げられる。このファイルブラ

ウザの性質上、同じ名前のファイル、ディレクト

リが、同じディレクトリに登録される可能性があ

る。例えば“半自動的に仮想的な親の子ノードに

登録”の機能を使用するとそういった問題が起き

る。現段階では、既存のツリーのパスと最終変更

日時により、同じ名前のファイル、ディレクトリ

の区別をしている。 

今後の課題として、上記の問題点の改善策の検

討、通常のファイルブラウザとしての機能の充実

の他に以下のようなものが挙げられる 

 
・仮想的なツリーの保存機能の実装 

   設定保存ファイルには XML を利用する予
定である。 

 
・ファイル抹消の設定の実装 
  ファイル抹消の際に、そのファイルのみな

のか、他ツリーの同じファイルも全てなのか

を選択することができる。 

 
・ツリー構造そのものをコピーする機能の実装 
   部分的にツリーの構造を変更したい場合に 

有効である。新しい仮想的なツリー構造を一 

から構築する必要がないため、ユーザの仕事 
量の軽減につながる。 

 
 

 

 

・仮想的な親データを編集するユーザインター 

フェースの検討 

   ツリー構造で表示することにより、GUIで 
編集を行えるようにする予定である。 
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